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１．移動・変更更があった機能

◇フォーム編集画⾯面の、プレビューエリアと編集エリアの上下が変更更になりました。
 　プレビューエリアでも編集できるようになりました。

フォーム編集では、編集画⾯面とプレビュー画⾯面の上下が変更更になりました。
フォーム項⽬目の横幅の伸縮ができるようになりました。
これにより、フォーム項⽬目を横に並べることができるようになりました。
プレビュー画⾯面に編集モード機能が追加されました。
編集モードではドラッグ＆ドロップでフォーム項⽬目の編集ができるようになりました。

旧UI 新UI
プレビューエリアを編集することができるようになりました

プレビュー�

編集�

プレビュー＋編集	
  

編集�
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◇移動・変更更があった機能
 　フォームの変更更は、フォーム編集画⾯面で⾏行行えるようになりました。

・フォームの設定パネルのメニューから、「フォーム変更更」がなくなりました。
 　フォーム変更更内の機能は、以下の場所で設定できます

 　 　移動先フォルダ
 　 　 　メニューに「フォームの移動」を追加し、ダイアログでフォーム移動が設定できます。

 　 　確認画⾯面の表⽰示
 　 　 　フォーム編集画⾯面「フォーム」の編集モードにて、「登録前に全項⽬目を再表⽰示する」で設定できます。

 　 　名称、申請の繰り返し、更更新ログの表⽰示、採番フォーマット、永続化クラス名、カスタムヘッダー
 　 　 　フォーム編集画⾯面の「オプション」タブに移動しました。

※次ページで詳細
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・フォーム編集画⾯面のメニューが移動しました。
 　フォーム編集画⾯面のメニュー内の機能は、以下の場所で設定できます。

 　 　ルートの設定
 　 　 　フォーム編集画⾯面「ルート」タブに移動しました。
 　 　ステップ別メール設定
 　 　 　フォーム編集画⾯面「ルート」タブ＞その他の設定＞メール設定に移動しました。
 　 　ステップ別アクション設定
 　 　 　フォーム編集画⾯面「ルート」タブ＞その他の設定＞アクション設定に移動しました。
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 　 　ヘルプを編集
 　 　 　フォーム編集画⾯面「オプション」タブ＞ヘルプに移動しました。
 　 　データベース設定
 　 　 　フォーム編集画⾯面「データベース」タブに移動しました。
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２．新しい機能

フォームのレイアウト編集
 　項⽬目の横幅を伸縮することができます。
 　また、項⽬目の横幅を狭めることで、横並びの項⽬目表⽰示をすることが可能です。
 　ラベル・⼊入⼒力力欄の背景⾊色、⽂文字⾊色、枠線⾊色、⽂文字サイズ、表⽰示幅が設定することができます。

実際のフォーム画⾯面

背景⾊色・⽂文字⾊色・枠線⾊色を
変更更できます�

横幅を伸縮し、フォーム項
⽬目を横並びにできます�

空⽩白ブロックでレイアウト
を調整できます。�

⽂文字サイズを変更更できるよ
うになります�

注意書きも常時表⽰示できる
ようになります�
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タブ機能
 　フォームの⼊入⼒力力項⽬目をタブで分割して表⽰示することができます。
 　また、⼊入⼒力力項⽬目の確認ができるようにタブを追加することができます。
 　 　⼊入⼒力力タブ
 　 　 　従来のフォームを任意の区切切りで、⼊入⼒力力画⾯面をタブでわけることができます。
 　 　 　タブは通常のフォーム項⽬目のと同じように追加することができ、名称も変更更することができます。
 　 　 　フォーム上部に、罫線で区切切られた⼊入⼒力力タブ共通の項⽬目を設定することができます。
 　 　 　タブ共通の項⽬目はすべての⼊入⼒力力タブで表⽰示されます。
 　 　確認タブ
 　 　 　「登録前に全項⽬目を再表⽰示する」チェックボックスにチェックをすることで、確認するタブを追加することができます。 　
 　 　 　確認のタブは、⼊入⼒力力内容を登録前に全項⽬目を⼊入⼒力力不不可の状態で表⽰示することができます。

⼊入⼒力力タブ 確認タブ

タブ共通�
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⼀一覧にラベル表⽰示
 　任意の項⽬目の値を、申請⼀一覧にラベル表⽰示することができるようになります。 　

フォーム画⾯面 申請⼀一覧
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◇新しい項⽬目
タブ
 　フォームをタブで画⾯面を分割することができるようになります。
空⽩白ブロック
 　フォームにスペースを表⽰示することができます。
 　フォームのレイアウトの調整ができるようになりました。

◇変更更のあった項⽬目
表組み
 　左右スクロールした際、⾏行行番号列列と⾏行行操作列列（削除・追加・移動）を固定した状態で、
 　表組みの中だけをスクロールするように変更更になりました。

フォーム画⾯面

空⽩白ブロックでレイアウト
を調整できます。�

表組みの中の部分だけが横
スクロールする�

タブでフォームを分割する�
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３．フォームの設定画⾯面

◇「フォーム」タブ 　編集モード
・罫線を表⽰示する
 　 　「罫線を表⽰示する」チェックボックスが表⽰示されます。
 　 　フォームに罫線を表⽰示するかどうか、設定することができます。

・登録前に全項⽬目を再表⽰示する
 　 　「登録前に全項⽬目を再表⽰示する」チェックボックスが表⽰示されます。
 　 　チェックの有無で、確認タブを表⽰示／⾮非表⽰示の切切り替えができます。
 　 　確認タブでは、フォームの⼊入⼒力力した内容を、⼊入⼒力力不不可の状態で⼊入⼒力力内容を確認できます。
 　 　また、⼊入⼒力力タブが複数にある場合でも、１つのタブで表⽰示できます。
 　 　誤⼊入⼒力力の防⽌止や、⼊入⼒力力内容の表⽰示のみをしたいフォームなどに設定してください。

・ページ移動ボタンを表⽰示する
 　 　タブが複数ある場合、「ページ移動ボタンを表⽰示する」チェックボックスが表⽰示されます。
 　 　チェックの有無で、「前へ」「次へ」ボタンを下部分に表⽰示／⾮非表⽰示の切切り替えができます。
 　 　「前へ」「次へ」ボタンで前後のタブに移動することができます。
 　 　ボタンを表⽰示しない場合でも、上部のタブから移動することは可能です。

罫線を表⽰示する
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◇編集モードで項⽬目に対して操作できること
 　⼀一回項⽬目を選択すると、移動可能アイコンとオプションアイコンが表⽰示されます。
 　下の状態になれば項⽬目を操作することが可能です。

項⽬目追加
 　オブジェクトパレットから、ドラッグ＆ドロップでプレビュー画⾯面に追加できます。
 　表組みへの項⽬目追加もドラッグ＆ドロップで⾏行行うことができます。
項⽬目移動
 　追加した項⽬目を、ドラッグ＆ドロップすることで上下左右に移動できます。
 　項⽬目の順序を変更更することができます。
 　タブ間や、表組みへの移動もドラッグ＆ドロップで⾏行行うことができます。
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項⽬目削除
 　選択した項⽬目を削除することができます。
 　項⽬目を選択した状態で、上部バーの「×」ボタンを押下すると項⽬目を削除できます。
 　（タイトルは削除することはできません）
項⽬目のコピー＆ペースト
 　選択した項⽬目をコピー＆ペーストすることができます。
 　項⽬目を選択した状態で、上部バーの「コピー」を選択します。
 　ペーストしたい項⽬目の上の項⽬目を選択し、上部バーの「ペースト」を選択すると、選択している項⽬目の下にコピーした項⽬目をペーストすることができます。
項⽬目操作を戻す・進める
 　項⽬目上の操作を戻すこと、戻したものを進めることができます。

オブジェクト
戻す 進める パネル表⽰示しなおす  　 　 　コピー  　 　ペースト  　 　削除
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項⽬目幅の伸縮
 　項⽬目を１回クリックした状態で表⽰示される枠線の⼀一番右側をドラッグ＆ドロップすることで、項⽬目幅の伸縮を⾏行行うことができます。
 　項⽬目を２回クリックした状態で、項⽬目名の幅、⼊入⼒力力欄の幅の伸縮を⾏行行うことができます。
 　（２回めクリックした箇所で、項⽬目名の幅か⼊入⼒力力欄の幅のどちらの伸縮を⾏行行うか判定します）

項⽬目を１回クリック
項⽬目幅を伸縮可能

２回めは項⽬目名をクリック
項⽬目名の幅を伸縮可能

２回めは⼊入⼒力力欄をクリック
⼊入⼒力力欄の幅を伸縮可能

項⽬目名の編集
 　項⽬目名を３回クリックすると、項⽬目名の編集を⾏行行うことができます。
 　表組み内の項⽬目名、タブ名の編集も⾏行行うことができます。

⽂文字⼊入⼒力力が可能な状態
⼊入⼒力力ボックスが浮き出てきます

複数項⽬目の移動
 　シフトキーを押した状態で、複数の項⽬目を選択することができます。
 　左側になる移動アイコンをドラッグすることで、複数項⽬目をまとめて移動することができる。
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◇プレビュー
従来までのプレビュー画⾯面です。
初期表⽰示はPCです。
 　PC
 　 　実際のフォームの状態を確認することができます。
 　スマートフォン
 　 　実際のフォームの状態を、スマートフォン向けのデザインをパソコン上から確認することができます。
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◆オプション設定 　ダイアログ
 　項⽬目の⻭歯⾞車車のアイコン、または下のパネルの⻭歯⾞車車のアイコンから
 　オプションダイアログを表⽰示することができます。

◇基本設定
表⽰示条件式
 　項⽬目の表⽰示条件を設定出来るようになりました。
 　条件式は「コードアシスタント」から簡単に⼊入⼒力力することができます。
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◇外観設定 カラーパレット
ラベル、⼊入⼒力力欄の外観設定を⾏行行うことができます。
表⽰示幅は画⾯面のドラッグでも伸縮の操作をすることが可能です。
設定した外観のプレビューは下に表⽰示されます。
下パネルの選択ダイアログでも項⽬目幅を変更更することができます。

 　外観設定（ラベル）
 　 　背景⾊色、⽂文字⾊色、⽂文字サイズ、表⽰示幅を設定することができます。
 　 　背景⾊色、⽂文字⾊色はカラーパレットから設定することができます。
 　 　⼊入⼒力力ボックスにカラーコードを直接指定することも可能です。
 　 　⼊入⼒力力ボックスを削除するとデフォルトの⾊色になります。

 　外観設定（⼊入⼒力力欄）
 　 　背景⾊色、枠線⾊色、⽂文字⾊色、⽂文字サイズ、表⽰示幅を設定することができます。
 　 　背景⾊色、枠線⾊色、⽂文字⾊色はカラーパレットから設定することができます。
 　 　⼊入⼒力力ボックスにカラーコードを直接指定することも可能です。
 　 　⼊入⼒力力ボックスを削除するとデフォルトの⾊色になります。
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◇⼊入⼒力力項⽬目
⼊入⼒力力値チェック
 　項⽬目の⼊入⼒力力値として許容する値を条件式として登録出来ます。
 　条件式は複数登録可能で、それぞれに条件を満たさない時に表⽰示するメッセージを登録出来ます。
 　登録したチェックは、申請もしくは承認ボタン押下時に実⾏行行されます。

更更新後のアクション
 　項⽬目の⼊入⼒力力値が変わった時のアクション（例例：別項⽬目に値をセット  等）を登録出来ます。
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◇インフォメーション
注意書き
 　表⽰示⽅方法を「常時」「マウスオーバー」で選択できるようになりました。
 　 　常時
 　 　 　画⾯面上に表⽰示します。
 　 　 　表⽰示位置を「⼊入⼒力力欄の上」「⼊入⼒力力欄の下」のどちらかを設定することができます。
 　 　マウスオーバー
 　 　 　従来の表⽰示⽅方法です。編集時のみ表⽰示
 　 　 　項⽬目名の左にあるインフォメーションアイコンにマウスを重ねると表⽰示します。 　注意書きを編集時のみか編集時以外でも表⽰示するかを選択することができます。
 　

常時（⼊入⼒力力欄の上）

マウスオーバー



ｉＦｌｏｗフォーム設定 　-‐‑‒ 　20  /  20

◆オプション
◇⼀一覧ラベル表⽰示
 　各項⽬目に⼊入⼒力力した値が、⼀一覧表⽰示にラベルとして表⽰示します。
 　表⽰示したいフォーム項⽬目を選択します。（複数選択可能）
 　ラベルの背景⾊色は、各項⽬目の「オプション＞外観設定＞ラベル＞背景⾊色」で設定します。
注）⼀一覧を参照できるすべてのユーザーに表⽰示されます。項⽬目設定（W／R／ー）に注意してください。
 　 　設定が反映されるまで時間がかかる場合があります。


